事前学習の取り組みによる基礎看護学実習前の看護学生の不安の変化 by 籠 玲子 et al.



















Change of Nursing Student’s Anxiety before Practical


























































































































































































mean SD mean SD
1 患者に不快感を与えないか心配である 4.1 0.8 4.0 0.8 1.76
＊
2 自分の援助で患者の病気が悪くならないか緊張している 3.8 0.9 3.7 0.9 1.30
3 患者のしてほしいことに気づくか心配である 3.9 0.8 3.9 0.8 −0.21
†4 患者の急変時に正しく対応できる自信がある 4.3 0.9 4.1 1.0 2.54
＊
†5 患者に援助をどのような方法で行うかわかると思う 3.5 0.6 3.3 0.5 4.28
＊
6 患者の援助に時間がかかりすぎないか不安である 4.0 0.8 3.9 0.9 0.74
7 てきぱきした動作がとれるか緊張している 4.0 0.8 4.0 0.9 1.00
8 計画が変更になったとき対応できるか心配である 3.6 0.9 3.6 0.9 0.98
†9 報告が適切にできる自信がある 3.8 0.7 3.6 0.8 1.82
†10 患者に受け入れてもらえるだろうとリラックスしている 4.1 0.7 4.0 0.7 0.86
11 患者に嫌われないかと緊張している 3.4 1.0 3.3 1.0 1.04
12 自分の言葉で患者を悩ませないか心配である 3.5 1.0 3.4 1.0 0.81
†13 患者と話をすることにウキウキしている 3.9 0.7 3.3 0.9 6.94
＊
†14 患者に聞きたいことが聞ける自信がある 3.9 0.7 3.7 0.7 2.32
＊
15 看護師の仕事の邪魔にならないか緊張している 3.7 1.0 3.6 1.0 1.94
16 看護師とうまく話ができるか心配である 3.4 1.0 3.2 1.0 1.94
†17 看護師がどのような人か楽しみである 3.2 0.9 3.0 0.9 2.36
＊
†18 教員や看護師に質問できるだろうと安心している 3.2 0.9 3.3 0.9 −1.38
19 教員や看護師にやさしく指導してもらえるか心配している 3.1 1.0 3.0 0.9 1.94
20 自分の知識が十分でないかもしれないと心配している 4.3 0.7 4.2 0.7 2.77
＊
†21 自分の技術に自信がある 4.4 0.5 4.1 0.6 4.49
＊
22 自分は何もできないかもしれないと緊張している 3.6 1.0 3.4 1.0 3.00
＊
23 失敗しないか不安である 4.1 0.8 4.0 0.8 2.16
＊
24 習った知識や技術を応用できるか心配である 4.0 0.8 3.8 0.8 2.69
＊
25 看護過程が展開できるか心配である 4.1 0.8 4.0 0.9 1.43
26 グループメンバーと協力できるか不安である 2.4 1.0 2.2 1.0 3.05
＊




























mean SD mean SD
【第１因子 患者関係】 3.4 0.9 3.4 0.9 1.1
【第２因子 援助の提供】 4.0 0.6 3.8 0.7 3.0
＊
【第３因子 実習への期待】 3.7 0.5 3.6 0.4 4.1
＊
【第４因子 指導者との関わり】 3.4 0.8 3.3 0.8 2.8
＊






質問項目 （全項目 a＝0.89） F 1 F 2 F 3 F 4 F 5
【第１因子 患者関係】（a＝0.79）
11．患者に嫌われないかと緊張している 0.93 0.13 0.01 −0.07 −0.02
12．自分の言葉で患者を悩ませないか心配である 0.47 0.20 −0.20 −0.07 0.26
【第２因子 援助の提供】（a＝0.88）
７．てきぱきした動作がとれるか緊張している −0.01 0.81 0.00 0.06 0.02
23．失敗しないか不安である 0.04 0.75 0.02 −0.06 0.09
24．習った知識や技術を応用できるか心配である 0.06 0.70 −0.01 −0.04 0.03
８．計画が変更になったとき対応できるか心配である 0.03 0.64 0.03 −0.08 −0.05
22．自分は何もできないかもしれないと緊張している 0.25 0.54 0.00 −0.21 0.00
６．患者の援助に時間がかかりすぎないか不安である −0.05 0.51 0.06 −0.07 0.23
20．自分の知識が十分でないかもしれないと心配している 0.09 0.47 0.02 −0.04 0.08
【第３因子 実習への期待】（a＝0.74）
13．患者と話をすることにウキウキしている 0.14 −0.23 0.61 −0.05 −0.04
５．患者に援助をどのような方法で行うかわかると思う −0.08 0.11 0.60 −0.03 −0.12
18．教員や看護師に質問できるだろうと安心している −0.09 0.04 0.57 −0.22 −0.19
14．患者に聞きたいことが聞ける自信がある −0.05 0.07 0.55 −0.01 0.12
９．報告が適切にできる自信がある −0.08 0.01 0.54 0.09 0.20
10．患者に受け入れてもらえるだろうとリラックスしている 0.29 0.07 0.46 0.13 0.09
21．自分の技術に自信がある −0.04 0.21 0.44 −0.01 0.02
【第４因子 指導者との関わり】（a＝0.79）
16．看護師とうまく話ができるか心配である −0.03 0.00 0.04 −0.86 0.13
15．看護師の仕事の邪魔にならないか緊張している 0.06 0.04 −0.03 −0.77 0.16
19．教員や看護師にやさしく指導してもらえるか心配している 0.05 0.27 0.06 −0.39 −0.13
【第５因子 患者に適した援助の提供】（a＝0.77）
１．患者に不快感を与えないか心配である −0.02 0.07 0.02 −0.06 0.73
３．患者のしてほしいことに気づくか心配である 0.01 0.08 0.07 −0.06 0.69
２．自分の援助で患者の病気が悪くならないか緊張している 0.23 0.06 −0.02 −0.19 0.54
因子負荷量平方和 3.53 4.10 1.79 1.19 0.81
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